オツベルと象
宮沢賢治
……ある牛飼いが物語る。
　　　第一日曜
　オツベルときたらたいしたもんだ。稲 (いね)こき機械の六台も据 (す)えつけて、のんのんのんのんのんのんと、おおそろしない音をたててやっている。
　十六人の百姓 (ひゃくしょう)どもが、顔をまるっきり真っ赤にして足で踏 (ふ)んで機械を回し、小山のように積まれた稲 (いね)をかたっぱしからこいていく。わらはどんどん後ろの方へ投げられて、また新しい山になる。そこらは、もみやわらから立った細かなちりで、変にぼうっと黄色になり、まるで砂 (さ)漠 (ばく)の煙 (けむり)のようだ。
　その薄 (うす)暗 (ぐら)い仕事場を、オツベルは、大きな琥 (こ)珀 (はく)のパイプをくわえ、吹 (ふ)き殻 (がら)をわらに落とさないよう、目を細くして気をつけながら、両手を背中に組み合わせて、ぶらぶら行ったり来たりする。[bookmark: _GoBack]－24－

　小屋はずいぶん頑 (がん)丈 (じょう)で、学校ぐらいもあるのだが、なにせ新式 (しんしき)稲 (いね)こき機械が、六台もそろって回ってるから、のんのんのんのんふるうのだ。中に入るとそのために、すっかり腹がすくほどだ。そして実際オツベルは、そいつで上手に腹を減らし、昼飯時には、六寸ぐらいのビフテキだの、雑巾ほどあるオムレツの、ほくほくしたのを食べるのだ。
　とにかく、そうして、のんのんのんのんやっていた。
　そしたらそこへどういうわけか、その、白象がやってきた。白い象だぜ、ペンキを塗 (ぬ)ったのでないぜ。どういうわけで来たかって？　そいつは象のことだから、たぶんぶらっと森を出て、ただなにとなく来たのだろう。
